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政策にせまる！！政策にせまる！！

将来展望

A
．
町
長　
全
収
入
の
約
４
分
の
３
が
依
存
財
源
と
い
う
こ
と
で
、

国
の
政
策
に
左
右
さ
れ
る
部
分
が
非
常
に
多
い
が
、
財
政
的
な
見

通
し
と
共
に
し
っ
か
り
と
国
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

荒生議員

　
財
源
確
保
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
自
主
財
源
の

大
き
な
伸
び
が
見
込
め
な
い
中
で
、
町
立
病
院
の
改
築
な
ど
大
き

な
公
共
投
資
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
自

治
体
経
営
の
安
定
化
の
両
立
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

泥流地帯映画化

A
．
町
長　
泥
流
地
帯
の
映
画
化
は
我
々
の
落
ち
度
で
は
な
く

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
不
可
抗
力
。
コ
ロ
ナ
が
収
ま
ら
な
い

と
見
通
し
が
立
た
な
い
と
こ
ろ
で
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い

る
。　
地
域
活
性
化
起
業
人
も
映
画
が
で
き
る
ま
で
と
考
え
て

い
る
が
、
制
度
上
３
年
間
の
採
用
と
な
っ
て
い
る
。

元井議員

　
地
域
再
生
事
業
の
柱
で
あ
る
小
説
「
泥
流
地
帯
」
の
映
画
化

に
向
け
、
町
内
で
の
ロ
ケ
支
援
、
映
画
撮
影
地
の
聖
地
化
を
目

指
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
引
き
続
き
地
域
活

性
化
起
業
人
を
採
用
し
、
映
画
「
泥
流
地
帯
」
の
円
滑
な
制
作

を
図
っ
て
い
く
。

農業担い手

A
．
町
長　
労
働
力
の
確
保
は
非
常
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

機
械
化
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を
取
り
入
れ
て
、
農
業
団
体
や
経
済
団

体
な
ど
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

米沢議員

　
農
林
業
に
つ
い
て
は
農
家
戸
数
の
減
少
や
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
に
よ
る
労
働
力
不
足
へ
の
対
応
、
農
業
生
産
の
維
持
、
拡
大
に

つ
な
げ
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を
は
じ
め
と
す
る
新
技
術
の
導

入
に
向
け
た
支
援
を
行
う
。

少子化対策

A
．
町
長　
国
に
お
い
て
は
特
定
不
妊
治
療
に
対
す
る
保
険
適

用
が
令
和
４
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
町
の
補
助
に
つ
い
て

は
情
報
収
集
も
含
め
て
調
査
・
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

小林議員

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
児
童
と
家
族
に
対
し

て
、
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
提

供
を
行
い
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。

執
行
方
針
概
要

執
行
方
針
概
要

執
行
方
針
概
要

執
行
方
針
概
要

Q
．
硬
直
化
し
た
財
政
構
造
の

中
、
上
富
良
野
町
の
将
来
の
展

望
は
。

Q
．
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を

支
え
る
た
め
の
労
働
力
の
確
保

や
支
援
制
度
は
。

Q
．
泥
流
地
帯
の
映
画
は
い
つ

で
き
る
の
か
。
地
域
活
性
化
起

業
人
は
映
画
が
完
成
す
る
ま
で

毎
年
採
用
す
る
の
か
。

Q
．
保
険
適
用
外
で
あ
っ
た
特
定

不
妊
治
療
の
保
険
適
応
が
始
ま

る
が
、
子
育
て
支
援
と
同
様
に

子
づ
く
り
支
援
を
行
う
考
え
は
。
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令和４年度　町政・教育執行方針令和４年度　町政・教育執行方針

今年の町長・教育長の今年の町長・教育長の

私は防災対策・農林業支援・移住定住
策に期待 !!　　　　　　　　　　女性

ビジョン

A
．
町
長　
経
済
的
な
下
支
え
も
含
め
て
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

は
引
き
続
き
行
う
。
病
院
は
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の
で
令
和
７

年
竣
工
オ
ー
プ
ン
す
る
ま
で
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
く
。

　
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
の
中
で
も
経
済
を
回
し
て
自
立
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
が
上
富
良
野
町
の
将
来
像
と
思
っ
て
い
る
。

佐藤議員

コロナ対策・防災対策・農林業支援に
力を入れて !!　　　　　　　　　男性

　「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
」
を
念
頭
に
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
実
施
に
お
い
て
は

緊
急
性
や
優
先
性
な
ど
を
十
分
考
慮
し
、
財
源
確
保
の
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
予
算
編
成
を
行
っ
た
。

注目は子どもの医療費無料化、「食」ブ
ランド、自衛隊との共生 !! 自衛隊へ移
住定住をもっと進めてほしい　　男性

高齢者支援

A
．
町
長　
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
や
介
護
保
険
事
業
計
画
に

基
づ
き
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
と
社
会
福
祉
協
議

会
や
高
齢
者
事
業
団
な
ど
と
の
連
携
を
密
に
し
て
町
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
進
め
て
い
き
た
い
。

金子議員

　
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て
は
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
関
係
機
関
・
事
業
所
と
連
携
し
、
推
進
を

図
っ
て
い
く
。

不登校問題

A
．
教
育
長　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
職
員
化
や
通
級
指

導
教
室
の
開
設
な
ど
整
備
を
し
て
き
た
。
不
登
校
の
子
ど
も
達

の
居
場
所
作
り
の
設
定
や
保
護
者
の
方
々
の
情
報
交
流
の
場
も

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中瀬議員

特に農林業支援・商工業支援 !!
町民の事を考え、住みよいまちづくり
をお願いします。　　　　　　　男性

　
不
登
校
の
児
童
生
徒
は
増
加
傾
向
に
あ
る
実
態
を
踏
ま
え
、

臨
床
心
理
士
を
中
心
に
教
育
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
。

執
行
方
針
概
要

執
行
方
針
概
要

執
行
方
針
概
要

Q
．
就
任
２
年
目
、
特
に
力
を
入

れ
て
い
る
事
業
、
取
り
組
み
は
。

ま
た
、
持
続
可
能
な
ま
ち
の
イ

メ
ー
ジ
は
。

Q
．
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て
、

健
康
寿
命
の
延
伸
に
繋
が
る
よ

う
な
施
策
と
は
。

Q
．
保
護
者
同
士
が
気
軽
に
相

談
し
合
え
る
場
の
設
定
と
は
ど

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
進
め
る

の
か
。

当日、傍聴席にいた方の声を掲載しています。
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新年度の注目事業はこれだ！新年度の注目事業はこれだ！

期待どおりの成果が見込めるかしっかり検証！！

令和４年度　予算特別委員会
あなたの注目事業は？

それぞれの議員に、新年度の予算特別委員会で特に注目する３つの事業とポイントを聞きました。

JR上富良野駅舎の改築は設計・施工など不透明な点が多
く課題はあるが、駅舎の改築で寂しい駅前が少しでも明
るくなり商工観光が盛り上がっていくことを期待する。

◆中学生までの医療費無料化
◆JR上富良野駅舎ロケ活用整備
◆町立病院の改築

町が所有する施設や街灯などのLED化を早期に進め、電
気料金の抑制、環境に配慮した町づくりを加速すべき。

◆飲料水供給施設管理
◆江幌分館整備
◆教員住宅改修

◆目新しさが感じられないジビエ料理。今年はどの様に
進めるか。◆ロケセットが事業に上がっているが、脚本
はできているのか。キャストは。◆認定後の町民参加と
町民へのアピールの方法は。

◆地域活性化起業人
◆泥流地帯映画化事業
◆ジオパーク事業

◆町の一般会計予算の77億円、病院改築56億円、中身
の見直しは。◆映画作成は本当にやる気があるのか。コ
ロナ禍でも他の映画は作成されている。◆高齢者の足の
確保は本当に大丈夫か。

◆町立病院の改築
◆泥流地帯映画化事業
◆予約型乗合タクシー事業

今年度から過疎の自治体と認定された。ソフト、ハード
に有利な地方債の過疎債が発行できるが、持続的に可能
な事業として対応できる予算編成かどうか。

◆自衛隊・基地対策
◆泥流地帯映画化事業
◆中小企業振興対策

近々町立病院の改築、新こどもセンター整備が予定され
ている。多くの財政投資が必要になるが、将来の町の財
政の見通しは。

◆ジオパーク事業
◆町立病院の改築
◆新こどもセンター整備事業

元
井
晴
奈
議
員

北
條
隆
男
議
員

中
瀬
　
実
議
員

金
子
益
三
議
員

中
澤
良
隆
議
員

髙
松
克
年
議
員
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令和４年度の主要事業
【総務費】地域活性化起業人負担1,120 万円（拡充）/三重県津市との友好都市提携25周年に係る事業費
183万円（新規）/ジオパーク専門員404万円（新規）・拠点整備負担536万円（新規）/JR上富良野駅舎
ロケセット等活用整備 2,000 万円（新規）/ 三浦綾子生誕百周年記念行事負担 100万円 ( 新規 )/・防災行
政無線のデジタル化3億 2,542 万円（拡充）/【民生費】福祉バス更新4,124 万円（新規）/・保健福祉総
合センターボイラー更新900万円（新規）/保育環境改善等事業補助206万円（新規）/・新こどもセンター
実施設計3,659万円（新規）
【衛生費】屈折検査機器購入137万円（新規）/旭野飲料水供給施設増圧ポンプ更新工事1,380万円（新規）
【農林業費】高温少雨等農業経営維持資金利子等補給費24万円（新規）/【商工費】中小企業融資資金貸付
金9,000万円（拡充）/【土木費】道路側溝補修300万円（新規）/上富良野演習場航空測量等5,909万円（新
規）/島津公園整備200万円（新規）/日の出公園噴水整備改修120万円・休憩舎外部改修420万円（新規）
/宮町団地屋根、外壁改修工事2,165万円（新規）【教育費】上富良野高校振興対策786万円（新規）
※千円単位は四捨五入で表記

◆発達支援センター
◆定住移住
◆泥流地帯映画化事業

※議長は特別委員会のメンバーではないので掲載はありません。

発達の遅れのある子どもの早期発見と早期支援のために
も正職員の確保を。

◆町立病院の改築
◆新こどもセンター整備事業
◆泥流地帯映画化事業

令和７年６月開院予定の新病院建設に向け、実施計画が行
われる中で、資材高騰の影響による価格転嫁により、事
業費の増額や工期の延長にならないよう注視する必要が
ある。

◆地域活性化起業人
◆ふるさと応援モニター事業
◆ラベンダーフェスタ

コロナ禍だからこそ経済活性化、稼げるイベントスタイ
ルの構築に期待。地域活性化起業人のノウハウを取り入
れ、ふるさと納税寄付を最大限活用し「上富良野名物」
をブラッシュアップできるか。

◆十勝岳総合防災訓練
◆新こどもセンター整備事業
◆上下水道老朽管の整備

多くの事業において、最小の経費で最大の効果を挙げる
ように、そしていかに住民の福祉の増進を図るか、住民
の立場に立って判断するように常に心がけることが肝要
であると思料します。

◆ふるさと納税で集まったお金はどのように使われるの
か。◆日の出公園を有効に活用していく考えはあるのか。
◆農業の担い手不足という課題に町はどの様に取り組ん
でいくのか。

◆ふるさと応援モニター事業
◆日の出公園活用に係る事業
◆新たな農業担い手育成支援事業

◆泥流地帯映画化事業
◆ラベンダーフェスタ
◆中学生までの医療費無料化

コロナ禍で冷え切った町の経済をいかに刺激できるか、ま
た、映画化の進捗や昨年好評だったラベンダーフェスタ
の一層の進化や認定されたジオパークの活動などや町長
公約の中学生までの医療費無料化もしっかり審査したい。

◆中学生までの医療費無料化
◆JR上富良野駅舎ロケ活用整備
◆スキーリフト高校生以下無料化

◆子ども医療費無料化が実施されることにより子育て世
帯の支援が充実。◆駅舎の整備を実施することにより、
今後の観光拠点になるか注目。◆冬場の健康づくりが課
題。スキー場を利用する子どもが増えることに期待。

米
沢
義
英
議
員

荒
生
博
一
議
員

佐
藤
大
輔
議
員

今
村
辰
義
議
員

小
林
啓
太
議
員

小
田
島
久
尚
議
員

岡
本
康
裕
議
員
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委員が質した

385
　　　　のこと

　3 日間に及ぶ新年度予算の質疑で委
員から出た質問の数はなんと 385回。
初日の委員会は 9時にスタートして
19時 45分までの長丁場。その白熱し
た委員会の質疑の一部をご紹介します。

Q
．�

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
制
作
さ
れ
て
い
る
映
画
は

た
く
さ
ん
あ
る
。
泥
流
地
帯
は
い
つ
制
作
が
始
ま

る
の
か
？

A
． 

な
か
な
か
大
手
の
制
作
会
社
の
よ
う
に
は
い
か
な

い
。
１
年
間
ず
れ
込
ん
だ
が
R
４
年
度
に
は
ス

タ
ー
ト
し
た
い
と
話
し
合
っ
て
い
る
。

Q
． 

上
富
良
野
駅
舎
を
大
正
モ
ダ
ン
風
に
改
装
す
る
事

業
は
、「
泥
流
地
帯
映
画
化
を
す
す
め
る
会
」
へ

の
負
担
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
が
、
改
装
費
は

２
千
万
円
と
高
額
で
あ
る
。
な
ぜ
町
が
直
接
経
費

と
し
て
や
ら
な
い
の
か
？

A
．�

駅
舎
に
関
し
て
は
張
り
ぼ
て
的
な
も
の
な
の
で
、

通
常
の
修
繕
、
工
事
な
ど
は
そ
ぐ
わ
な
い
と
考
え

た
。
技
術
料
や
美
術
料
に
幅
を
持
た
せ
る
に
は
負

担
金
が
良
い
と
考
え
た
。

Q
． 

改
装
の
業
者
選
定
に
あ
た
っ
て
は
入
札
な
ど
は
行

う
の
か
？

A
． 

デ
ザ
イ
ン
の
見
積
合
わ
せ
な
ど
は
行
わ
れ
る
が
、

町
が
直
接
入
札
な
ど
を
執
行
す
る
も
の
で
は
な
い
。

進
捗
に
関
し
て
は
委
員
会
へ
の
報
告
や
行
政
報
告

に
折
り
込
ん
で
い
く
。

Q
． 
制
作
物
は
町
の
財
産
と
し
て
以
後
の
修
繕
な
ど
も

町
が
行
う
の
か
？

A
． 

現
在
、
J
R
と
協
議
中
だ
が
、
見
栄
え
に
関
し
て

は
町
が
責
任
を
も
っ
て
管
理
す
る
予
定
。

Q
．
本
当
に
わ
ざ
わ
ざ
改
装
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
？

A
． 

確
か
に
現
在
の
技
術
で
は
C
G
な
ど
で
再
現
で
き

る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
映
画
公
開
後

に
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
っ
た
り
、
観
光
客
の
呼

び
込
み
や
地
域
経
済
の
活
性
化
も
期
待
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

昨
年
好
評
だ
っ
た

　
　

ラ
ベ
ン
ダ
ー 

フ
ェ
ス
タ

　
　
　
　

今
年
は
ど
う
な
る
の
！？

Q
．
今
年
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
フ
ェ
ス
タ
の
計
画
は
？

A
． 

こ
れ
か
ら
運
営
委
員
会
で
内
容
は
検
討
さ
れ
る
が
、

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
関
し
て
は
予
算
が
大
幅
に
増
え

て
い
る
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
付
随
し
た
イ
ベ
ン
ト

も
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
． 

イ
ベ
ン
ト
は
観
光
客
誘
致
と
町
民
の
交
流
の
ど
ち

ら
に
軸
を
置
い
て
い
る
の
か
？

A
． 

メ
イ
ン
は
観
光
客
誘
致
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
全
道

か
ら
お
客
さ
ん
を
呼
べ
る
。
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
な
ど
、

町
民
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
も
並
行
し
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

Q
． 

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
設
備
の
購
入
の
考
え
は
？

A
． 

今
後
イ
ベ
ン
ト
を
重
ね
て
い
く
中
で
、
使
い
方
な

ど
も
学
ん
で
い
き
、
リ
ー
ス
で
は
な
く
購
入
す
べ

き
か
ど
う
か
も
検
討
し
た
い
。

　

泥
流
地
帯
映
画
化
に
向
け
て
、

　
　
　

上
富
良
野
駅
を

　
　
　
　

大
正
モ
ダ
ン
風
に
改
築
�？

町内外から多くの人が訪れた「ラベンダーフェスタ」

大正モダン風駅舎のイメージ（中川町）
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農
業
の
担
い
手
対
策

Q
． 

新
規
就
農
に
限
ら
ず
、
農
業
の
担
い
手
不
足
の
課

題
に
対
し
て
、
移
住
政
策
と
並
行
し
て
就
農
者
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
い
く
考
え
は
？

A
． 
現
在
、
運
用
を
始
め
た
移
住
促
進
の
た
め
の
H
P

も
活
用
し
て
、
移
住
し
た
い
人
と
働
き
手
を
求
め

る
農
家
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
も
検
討
し
て
い
く
。

日
の
出
公
園
管
理

Q
． 

今
年
初
め
て
日
の
出
公
園
の
ス
キ
ー
場
で
設
置
さ

れ
た
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
に
関
し
て
、
早
く
も
来
年
の

設
置
も
望
む
声
も
聞
こ
え
る
が
？

A
． 

運
営
者
と
協
議
し
て
今
年
と
変
わ
ら
ぬ
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
き
た
い
。

Q
．�

新
た
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
等
の
遊
具
設

置
の
考
え
は
？

A
．
場
所
も
含
め
て
現
在
検
討
し
て
い
る
。

Q
． 

病
院
の
建
設
に
あ
た
っ
て
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
あ
る
地
中
熱
を
活
用
す
る
こ
と
で
建
設
費
も
増

加
し
た
が
、
修
繕
等
、
長
期
間
の
内
に
か
か
る
コ

ス
ト
も
想
定
し
て
あ
る
の
か
？

A
． 

設
備
の
更
新
、
毎
年
か
か
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
、

管
理
す
る
人
件
費
な
ど
、
様
々
な
も
の
を
踏
ま
え

40
年
と
い
う
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
で
見
た
中

で
最
適
と
判
断
し
た
。

Q
．�

そ
の
地
中
熱
に
よ
っ
て
も
と
も
と
37
億
円
で
あ
っ

た
建
設
費
が
56
億
円
に
ま
で
上
が
っ
た
が
、
今
後

も
更
な
る
投
資
が
必
要
に
な
る
の
か
？

A
． 

今
の
世
界
情
勢
も
見
て
、
工
事
費
や
燃
料
費
の
高

騰
も
あ
り
、
今
後
も
事
業
費
が
か
な
り
動
い
て
く

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ

Q
． 

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
運
営
方
針
は
前
町
長
の
「
公

設
公
営
」
を
今
後
も
引
き
継
い
で
い
く
と
の
考
え

は
R
４
年
の
予
算
策
定
に
あ
た
っ
て
変
化
は
あ
っ

た
か
？

A
．�

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
R
４
年
度
も
「
公
設
公
営
」

で
し
っ
か
り
と
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
て
い
き
た
い
。

まちの声

農業者
築館守さん　旭野在住

町民交流のイベントを
　まだまだコロナ渦は続くと思います
が、ソフトボール大会やミニバレー大
会など、町民の交流するイベントは前
向きに検討して開催してほしいです。

　

新
病
院
建
設
に
地
中
熱
導
入
で

　
　

コ
ス
ト
大
幅
増
だ
が

　
　
　
　

町
の
財
政
は
大
丈
夫
！？

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
は
あ
る
。
し
か
し

青
天
井
に
財
源
を
使
う
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
、

支
援
事
業
を
委
託
し
て
い
る
業
者
と
も
連
携
を
図

り
な
が
ら
十
分
な
ラ
イ
ン
を
見
極
め
て
い
き
た
い
。

Q
． 

病
院
建
設
の
基
本
設
計
の
中
で
は
R
９
年
か
ら
は

黒
字
と
な
る
計
画
だ
が
？

A
． 

当
然
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
も
見
込
ん
で

の
黒
字
と
い
う
こ
と
で
計
画
し
て
い
る
。

まちの声

ふまねっとサポーター
岸須美子さん

ボランティアに優しい環境整備を
　ボランティア活動の際、施設利用申請
書が未だに手書きなのでデジタル化・簡
略化してほしいですね。また、スムーズ
な運営のために公共施設内に誰でも使え
るパソコンがあると助かります。

環境省ホームページ　「地中熱とは」より
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Q
．�
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
人
員
の
確
保
に
関
し
て
、
現

状
は
？

A
．�

こ
こ
１
、２
年
保
育
士
の
有
資
格
者
を
募
集
し
て
い

て
も
応
募
が
な
い
。
現
在
は
保
育
の
資
格
が
な
く

て
も
補
助
員
と
い
う
形
で
採
用
し
て
い
る
。

Q
．
正
職
員
で
の
採
用
の
考
え
は
？

A
．�

現
状
は
会
計
年
度
任
用
職
員
が
年
度
の
途
中
で
入

れ
替
わ
る
な
ど
、
養
育
者
の
方
に
不
安
や
心
配
を

か
け
て
い
る
実
態
は
認
識
し
て
い
る
。
４
月
か
ら

は
新
し
い
施
設
に
移
る
が
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て

環
境
を
整
え
ら
れ
る
よ
う
準
備
し
て
い
き
た
い
。

職
員
の
体
制
に
関
し
て
は
町
の
中
で
ど
う
あ
る
べ

き
か
き
ち
っ
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

不
登
校
に
つ
い
て

Q
．�

い
じ
め
が
原
因
で
不
登
校
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

は
あ
る
の
か
？

A
． 

い
じ
め
が
原
因
で
不
登
校
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

は
な
い
。

Q
．
不
登
校
の
児
童
の
人
数
は
？

A
．�

中
学
校
で
20
人
程
度
、
小
学
校
は
２
、３
名
程
度
と

認
識
し
て
い
る
。

Q
．
今
後
の
対
応
は
？

A
．��������������������������������

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
充
実
に
加
え
、
教
育

相
談
の
体
制
の
充
実
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
今
ま
で
は
不
登
校
の
児
童
に
対
し
て
登
校
さ
せ

よ
う
と
い
う
考
え
が
主
体
で
あ
っ
た
が
そ
の
考
え

方
も
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
I
C
T
の
環
境
な
ど

も
整
え
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
社
会
に
出
て

自
立
で
き
る
よ
う
環
境
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目

指
し
て
進
め
て
い
る
。

い
し
ず
え
大
学
に
つ
い
て

Q
．�

今
年
の
入
学
生
の
確
保
に
つ
い
て
は
？

A
．�

各
種
ス
ー
パ
ー
等
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
る
が

今
現
在
で
１
～
２
名
と
記
憶
し
て
い
る
。
こ
こ
数

年
様
々
な
事
業
が
で
き
て
い
な
い
が
、
高
齢
者
の�

学
び
の
場
を
多
く
提
供
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
応
援
モ
ニ
タ
ー
に
つ
い
て

Q
．�

新
年
度
の
予
算
組
み
の
根
拠
は
？

A
．�

寄
付
の
目
標
が
３
億
５
千
万
円
。
そ
こ
か
ら
経
費

な
ど
を
差
し
引
い
て
１
億
７
千
900
万
円
を
見
積

も
っ
て
い
る
。

Q
．
寄
付
額
ア
ッ
プ
に
向
け
た
取
り
組
み
は
？

A
．�

広
告
料
を
増
や
す
、
W
E
B
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
広

告
を
増
や
す
。

Q
．�（
一
般
的
に
は
ふ
る
さ
と
納
税
と
い
う
名
称
の
方
が

主
流
だ
が
）
ふ
る
さ
と
応
援
モ
ニ
タ
ー
と
い
う
事

業
の
名
称
は
変
え
る
つ
も
り
は
な
い
の
か
？

A
．�

前
町
長
の
思
い
入
れ
が
あ
り
こ
の
名
称
に
な
っ
て

い
る
が
、
名
称
は
何
で
あ
れ
同
じ
と
考
え
て
い
る�

の
で
変
え
る
つ
も
り
は
な
い
。

　

新
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
建
設
…

　

働
く
人
の
確
保
は
大
丈
夫
！？

旧子どもセンターで遊ぶ子ども達

ふるさと納税サイト「さとふる」の上富良野町の返礼品
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１
．
定
住
移
住
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

 

　
移
住
定
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
運
用
に
つ
い
て

は
、
随
時
、
最
新
情
報
へ
の
更
新
に
努
め
る
と
と

も
に
、
農
業
者
の
担
い
手
確
保
な
ど
、
よ
り
効
果

的
な
情
報
発
信
に
も
努
め
ら
れ
た
い
。

２
．
泥
流
地
帯
映
画
化
事
業
に
つ
い
て

　
「
泥
流
地
帯
」
映
画
化
を
す
す
め
る
会
と
町
の
役

割
を
明
確
に
さ
れ
た
い
。

　
「
泥
流
地
帯
」映
画
化
を
す
す
め
る
会
負
担「
J
R

上
富
良
野
駅
舎
ロ
ケ
等
活
用
整
備
」
の
発
注
業
務

に
つ
い
て
は
、
高
額
な
事
業
及
び
行
政
負
担
の
み

で
あ
り
、
町
の
規
則
に
準
拠
し
て
取
り
進
め
ら
れ

た
い
。

３
．
観
光
振
興
に
つ
い
て

　
地
域
活
性
化
起
業
人
を
十
分
活
用
し
、
新
た
な

イ
ベ
ン
ト
の
創
出
及
び
既
存
イ
ベ
ン
ト
の
魅
力
向

上
を
図
り
、
観
光
振
興
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
や
原
油
の
高
騰
、
増
税
で
住
民
生
活

は
大
変
で
行
政
は
そ
の
生
活
を
支
え
る
べ
き
。
一

定
の
評
価
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
あ
る
が
、
駅
舎
整
備

の
支
出
が
不
透
明
で
疑
義
が
あ
る
。
ま
た
子
育
て

支
援
の
人
員
は
正
職
員
化
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
。

　
新
年
度
の
予
算
か
ら
斉
藤
町
長
が
新
た
に
枠
配

分
方
式
か
ら
一
件
審
査
方
式
で
の
組
み
立
て
に
し

た
こ
と
を
評
価
。
ジ
オ
パ
ー
ク
や
日
の
出
公
園
の

改
修
、
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
、
ま
た
泥
流
地
帯

映
画
化
に
向
け
て
も
前
向
き
な
予
算
編
成
と
な
っ

て
い
る
。

自
衛
隊
関
係

Q
． 

町
と
自
衛
隊
の
良
好
な
関
係
づ
く
り
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
考
え
な
の
か
？

A
．�
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
で
宴
会
な
ど
は
開
催
で
き
て
い

な
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
大
型
の
宴
会
場
が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
今
後
ど
の
よ
う
に
懇
親

の
場
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
．�

宴
会
以
外
に
も
町
内
会
活
動
や
文
化
活
動
、ス
ポ
ー

ツ
活
動
な
ど
、
様
々
な
活
動
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
が
、
住
民
同
士
が
触
れ
合
え
る
よ
う
な
企
画
を

し
て
い
く
考
え
は
？

A
．�

町
も
駐
屯
地
も
模
索
し
て
お
り
、
で
き
る
こ
と
か

ら
や
っ
て
は
い
く
が
、
基
本
的
に
は
コ
ロ
ナ
感
染

が
収
ま
っ
て
か
ら
、
今
ま
で
の
よ
う
に
町
民
と
駐

屯
地
の
方
が
触
れ
合
え
る
よ
う
な
機
会
を
確
保
し

て
い
き
た
い
。

まちの声

        �������������自衛隊員
小笠原匠之助くん／小笠原匠吾さん

お祭りや人の集まれるイベントを
　もう四季彩祭りはやらないと聞いて残念
です。この2年間お祭りやビアガーデンな
どのイベントがなくて寂しいので、ぜひコ
ロナが収束したらまた町が盛り上がるよう
なイベントをやってほしいですね。

　

審
議
の
結
果
、
新
年
度
予
算
は
賛
成
10
、
反
対
１
で
意
見
書
を
付
し
て
可
決
。

　

泥
流
地
帯
映
画
化
事
業
は
本
議
会
で
付
帯
決
議
へ
。

意
見
書

反 

対 

討 

論

賛 

成 

討 

論

荒生委員 米沢委員
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３月
定例会

『中学生までの医療費無料化』『中学生までの医療費無料化』
について徹底審議！について徹底審議！

厚生文教常任委員会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
付
託
案
件
審
査

審
査
内
容
と
経
過

　
第
１
回
定
例
会
に
提
案
さ

れ
た
「
上
富
良
野
町
子
ど
も

医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

は
、
３
月
２
日
付
で
厚
生
文

教
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
の
で
、
３
月
２
日
及
び
９

日
に
委
員
会
を
開
催
し
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　
審
査
に
あ
た
っ
て
は
対
象

児
童
生
徒
数
、
費
用
積
算
根

拠
、
財
源
内
訳
、
道
内
・
上

川
管
内
及
び
近
隣
市
町
村
の

医
療
費
助
成
な
ど
の
実
態
把

握
に
努
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
対
象
を
高
校
生

ま
で
拡
充
し
た
場
合
に
つ
い

て
も
検
討
し
ま
し
た
。

委
員
会
付
託
と
は
…
議

会
で
の
質
疑
の
あ
と
、

よ
り
詳
し
い
審
査
を
委

員
会
に
委
ね
る
こ
と

審
査
の
結
果

　
必
要
経
費
に
つ
い
て
は
国
と
道
か
ら
の
支
出
金
に
加
え
、

過
疎
債
の
発
行
等
で
、
一
般
財
源
か
ら
の
拠
出
を
極
力
抑
え

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
確
認
出
来
ま
し
た
。

　
ま
た
、
以
前
か
ら
多
く
の
町
民
が
待
望
し
て
い
た
施
策
で

あ
り
、
少
子
化
対
応
、
移
住
定
住
対
策
な
ど
の
観
点
か
ら
も
、

こ
の
度
の
条
例
改
正
は
妥
当
で
あ
る
と
判
断
し
、
委
員
全
員

一
致
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

まちの声
立崎友希さん　江花在住
中１・小４・年長児の保護者

中学生までの医療費無
料化は子育て中の私に
とって大変有難いです
ね。今後、高校生の医
療費の負担も減ると更
に助かりますし、難し
いかもしれませんが町
立病院に小児科が設置
されると、とても安心
なので是非検討してほ
しいですね。

高校生までの拡充は、今後財政状況
等を見極め、適切な時期に改めて議
論すべき課題だ。

少子化対策、移住定住対策に繋がる
ことも期待できる。

国や道の支出金に加え、過疎債を発
行できるので財源については見通し
が立った。

所得制限を設けているのは上川管内
で上富良野町だけだ。

昨年 11月に開催された子育て世代との懇
談会では多くの方から要望があった。
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臨時会・３月定例会

⓫

　
臨
時
会
・
３
月
定
例
会
の
概
要

　
臨
時
会
が
１
月
26
日
、
２
月
14
日
、
３
月
定
例
会
が
３
月
２
日
か
ら
16
日
ま
で
の
15
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
７
名
の
議
員
が
立
ち
、
新
病
院
建
設
、
農
業
施
策
、
ジ
オ
パ
ー
ク
、
コ

ロ
ナ
対
策
な
ど
15
項
目
に
わ
た
っ
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
議
会
か
ら
は
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
対
す
る
決
議
と
、
新
年
度
予
算
に
対
す
る
付
帯
決
議
、「
コ

ロ
ナ
禍
で
の
消
費
拡
大
対
策
の
強
化
と
水
田
活
用
交
付
金
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
」

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
補
正
予
算
、
条
例
改
正
な
ど
も
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条例

改正

　「
温
泉
施
設
利
用
促
進
事

業
」　
事
業
費
452
万
円

　
町
民
の
保
養
、
健
康
増
進

の
た
め
に
町
内
の
温
泉
施
設

を
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊

し
た
上
富
良
野
の
重
要
な
観

富
良
野
広
域
連
合
議
会

　
　
　
　
　
　
　

第
１
回
定
例
会

　
令
和
４
年
第
１
回
富
良
野
広
域
連
合
議
会
定
例
会
が

２
月
９
日
に
開
催
さ
れ
、
連
合
長
か
ら
行
政
執
行
方
針

が
述
べ
ら
れ
た
ほ
か
、
補
正
予
算
案
、
新
年
度
予
算
案
、

条
例
等
の
改
正
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
歳
入
歳
出
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
24
億
９
千
461
万
３
千
円
（
前
年
度
比

２
億
２
千
848
万
２
千
円
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
の
方
針
に
よ
り
、
町
の

施
設
に
勤
め
る
介
護
職
員
、

放
課
後
児
童
支
援
員
、
看
護

職
員
の
処
遇
を
改
善
す
る
た

め
に
、
町
の
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。
こ
の
改
正

に
よ
り
、
介
護
職
員
と
放
課

後
児
童
支
援
員
は
手
当
が
月

補正

予算

光
資
源
で
も
あ
る
温
泉
施
設

の
経
営
を
下
支
え
す
る
事
業

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
町
内

３
施
設
で
計
６
千
200
回
分
の

無
料
入
浴
が
実
現
し
ま
し
た
。

※
現
在
は
す
で
に
終
了
し
て

い
ま
す
。

町
内
３
温
泉
施
設
の
入
浴
料
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
賛
成
多
数
で
可
決

額
９
千
円
の
増
、
町
立
病
院

や
救
急
医
療
業
務
に
従
事
す

る
看
護
職
員
、
介
護
医
療
院

サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
介
護

職
員
の
月
額
が
４
千
円
の
増

に
な
り
ま
し
た
。

介
護
士
、
放
課
後
児
童
支
援
員
、
看
護
師
の
処
遇
が
改
善
へ

　
国
か
ら
何
か
方
針
が
示

さ
れ
た
時
、
そ
の
政
策
を

実
施
す
る
か
ど
う
か
は
自

治
体
の
判
断
に
委
ね
ら
れ

る
ケ
ー
ス
も
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
は
自
治
体

内
で
し
っ
か
り
議
論
し
、

準
拠
す
る
場
合
は
町
の
法

律
で
あ
る
条
例
を
改
正
す

る
必
要
が
生
じ
ま
す
。

反
戦
を
願
い
決
議

予
算
の
透
明
性
を
願
い
決
議

　
上
富
良
野
町
議
会
は
ロ
シ

ア
軍
に
よ
る
攻
撃
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
主
権
侵
害
に
強
く
抗

議
し
、
世
界
平
和
の
実
現
に

向
け
、
ロ
シ
ア
軍
を
即
時
に

完
全
か
つ
無
条
件
で
撤
退
す

る
よ
う
、
国
際
法
に
基
づ
く

誠
意
を
持
っ
た
対
応
を
強
く

求
め
、
ま
た
、
政
府
に
お
い

て
は
、
邦
人
の
確
実
な
安
全

確
保
及
び
事
態
の
解
決
に
向

け
て
万
全
を
尽
く
し
て
も
ら

う
よ
う
、
決
議
し
ま
し
た
。

　
予
算
委
員
会
の
中
で
審
議

さ
れ
た
『
泥
流
地
帯
映
画
化

事
業
』
の
中
の
「
J
R
上

富
良
野
駅
舎
ロ
ケ
等
活
用
整

備
」
の
予
算
に
対
し
て
、
意

見
書
と
は
別
に
さ
ら
に
強
い

議
会
の
意
思
を
こ
め
て
、
予

算
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
透

明
性
の
高
い
運
用
を
望
む
と

い
う
附
帯
決
議
を
（
留
意
事

項
を
記
す
こ
と
で
拘
束
力
は

な
い
）
新
年
度
予
算
に
対
し

て
行
い
ま
し
た
。

２
つ
の
決
議

議会 Pickup



                                                                                                                                           かみふらの議会だより第 114 号 ⓬

審議結果
一覧

上程議案・結果（賛成：○　反対：×　欠：欠席　除：除斥）
　【可決】…原案可決、承認可決、同意可決　　　【否決】…原案否決
　【付託】…各委員会への付託

結

果

元
井
晴
奈

北
條
隆
男

髙
松
克
年

中
瀬　

実

金
子
益
三

中
澤
良
隆

米
沢
義
英

荒
生
博
一

佐
藤
大
輔

今
村
辰
義

小
林
啓
太

小
田
島
久
尚

岡
本
康
裕

村
上
和
子

第１回定例会（令和４年３月２日～ 17日）

※
議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
「
議
長
採
決
」
と
し
て
表
明
し
ま
す
。

　　令和４年度上富良野町一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 欠
※
議
事
進
行
の
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。

　��上富良野町公共施設整備基金の一部支消について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠
�����十勝岳と共生するまちづくり応援基金の一部支消について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 欠
　　令和４年度上富良野町国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠
　　令和４年度上富良野町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠
　　令和４年度上富良野町介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠
　　令和４年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠
　　令和４年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠
　　令和４年度上富良野町公共下水道事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠
　　令和４年度上富良野町水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠
　　令和４年度上富良野町病院事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠
令和３年度上富良野町一般会計補正予算 (第 15号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
令和３年度上富良野町介護保険特別会計補正予算 (第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
令和３年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算 (第５号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
令和３年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正予算 (第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
令和３年度上富良野町公共下水道事業特別会計補正予算 (第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
令和３年度上富良野町水道事業会計補正予算 (第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
上富良野町農業振興資金融資条例を廃止する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
上富良野町個人情報保護条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
上富良野町子どもセンター条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
上富良野町子ども医療費助成に関する条例の一部を改正する条例 付託 厚生文教常任委員会付託
上富良野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
上富良野町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

上富良野町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改
正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 欠 ○

上川町村等公平委員会共同設置規約変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
固定資産評価審査委員会委員の選任について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
固定資産評価審査委員会委員の選任について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
固定資産評価審査委員会委員の選任について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
教育委員会教育長の任命について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
専決処分の承認を求めることについて
（令和３年度上富良野町一般会計補正予算 (第 14号）） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

北海道公設光ファイバ整備推進協議会高度無線環境整備工事請負契約の変
更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○

令和３年度上富良野町一般会計補正予算 (第 16号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
令和３年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算 (第６号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
令和３年度上富良野町病院事業会計補正予算 (第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
上富良野町職員の給与に関する条例及び上富良野町立病院諸手当支給条例の
一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

令和４年第１回定例会付託
議案第 19号　上富良野町子ども医療費助成に関する条例の一部を改正す
る条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

予算特別委員会付託 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 欠 ○
町長の専決事項の指定について
�（上富良野町税条例の一部を改正する条例） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

町長の専決事項の指定について
（上富良野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

コロナ禍での消費拡大対策の強化と水田活用交付金の見直しを求める意見
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

議案第１号　令和４年度上富良野町一般会計予算に対する附帯決議について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 欠 ○
ロシアによるウクライナ侵攻に対する決議について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

３月定例会、第１・２回臨時会　
　　　　　　　　　　審議議案と議員の賛否

予�

算�

特�

別�

委�

員�

会



  かみふらの議会だより第 114 号

街頭配布

⓭

上程議案・結果（賛成：○　反対：×　欠：欠席　除：除斥）
　【可決】…原案可決、承認可決　　　【否決】…原案否決
　【付託】…各委員会への付託

結

果

元
井
晴
奈

北
條
隆
男

髙
松
克
年

中
瀬　

実

金
子
益
三

中
澤
良
隆

米
沢
義
英

荒
生
博
一

佐
藤
大
輔

今
村
辰
義

小
林
啓
太

小
田
島
久
尚

岡
本
康
裕

村
上
和
子

第１回臨時会（令和４年１月26日）

※
右
記
同
文

専決処分の承認を求めることについて（令和３年度上富良野町一般会計補
正予算 (第 11号）） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

令和３年度上富良野町一般会計補正予算 (第 12号 ) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
第２回臨時会（令和４年２月14日）
令和３年度上富良野町一般会計補正予算 (第 13号 ) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
南部地区土砂流出対策工事 (ベベルイ川 )( Ｒ３国債 )請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　
概
ね
40
代
以
降
の
方
は
読

ん
で
い
る
と
い
う
回
答
が
多

か
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
30

代
以
下
の
方
は
あ
ま
り
関
心

が
な
さ
そ
う
な
雰
囲
気
が
見

て
取
れ
た
。
ま
た
読
ん
で
い

る
と
答
え
た
方
で
も
、
町
広

報
誌
と
勘
違
い
し
て
い
る
方

も
多
い
印
象
で
、
違
い
を
差

別
化
で
き
て
い
な
い
よ
う
に

感
じ
た
。
読
者
の
関
心
が
高

か
っ
た
の
は
一
般
質
問
の

ペ
ー
ジ
で
、
他
に
は
自
分
に

関
係
が
あ
る
話
題
に
目
が

行
き
や
す
い
実
態
で
あ
っ
た
。

記
事
が
一
方
通
行
に
な
ら
な

い
様
、「
伝
え
た
い
情
報
」

と
「
知
り
た
い
情
報
」
の
バ

ラ
ン
ス
を
十
分
考
慮
し
て
い

く
必
要
性
を
再
確
認
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
を
話
題
に
町

民
の
方
々
と
お
話
し
す
る
機

会
が
な
い
中
で
、
と
て
も
貴

重
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
議
会
広
報
特
別

委
員
会
は
一
人
で
も
多
く
の

町
民
の
皆
様
に
議
会
だ
よ
り

を
通
じ
て
、
議
会
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
紙

面
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
行
政
用
語

解
説
の
「
ひ
と
く
ち
メ
モ
」

や
、
議
員
個
々
の
思
い
を
表

現
す
る
「
つ
ぶ
や
き
」
な
ど
、

わ
か
り
や
す
さ
に
も
注
力
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
よ
り
良

い
議
会
だ
よ
り
と
な
る
よ
う

進
化
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
意
見
等

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
読
み
慣
れ
て
い
る
層
に
は

旧
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
が
好
ま

れ
、
普
段
読
ん
で
い
な
い
層

か
ら
は
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
の

方
が
読
ん
で
み
た
く
な
る
と

い
う
回
答
が
多
か
っ
た
。

　
ま
た
、
内
容
に
関
し
て
は

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
号
の
方

が
読
み
や
す
く
な
っ
た
と
い

う
声
が
多
数
を
占
め
、
特
に

用
語
解
説
が
わ
か
り
や
す
い

な
ど
と
い
っ
た
一
定
の
評
価

を
い
た
だ
い
た
。
表
紙
に
関

し
て
は
新
旧
好
み
が
拮
抗
し

て
い
た
が
、
新
た
な
読
者
層

を
獲
得
し
て
い
く
た
め
に
も
、

新
デ
ザ
イ
ン
を
継
続
し
て
い

く
方
向
と
な
っ
た
。

読
ん
で
は
い
る
が
…

新
旧
議
会
だ
よ
り

　
　
ど
っ
ち
が
い
い
？

街
頭
調
査
を
終
え
て

　　２月１４日と１５日の両日、議会広報特別委員会のメンバーはこのシンプルな答えを聞くためにふじ２月１４日と１５日の両日、議会広報特別委員会のメンバーはこのシンプルな答えを聞くためにふじ
スーパーの前で、町民の方々を対象に聞き取りを行いました。手には大幅なリニューアルを行った前号のスーパーの前で、町民の方々を対象に聞き取りを行いました。手には大幅なリニューアルを行った前号の
議会だより。期待と不安の中、多くの町民の方から直接生の声を聞くことができました。お忙しい中ご協議会だより。期待と不安の中、多くの町民の方から直接生の声を聞くことができました。お忙しい中ご協
力いただいた皆様ありがとうございました。力いただいた皆様ありがとうございました。
　そしてその聞き取りから見えてきた議会だよりの課題とは・・・？　そしてその聞き取りから見えてきた議会だよりの課題とは・・・？

「議会だより読んでいますか？」「議会だより読んでいますか？」
議会だよりの街頭調査を行いました。議会だよりの街頭調査を行いました。



一般質問のページは質問議員本人により
編集されています。

                                                                                                                                           かみふらの議会だより第 114 号

一般
質問

⓮

上富良野のここが聞きたい‼上富良野のここが聞きたい‼
7 名の議員が町政を問う7名の議員が町政を問う

　一般質問とは、年４回の定例会において議員が住民の声や自身の考えなどにより、町政全
般にわたって執行者の考えをただすものです。
　議会だよりではスペースの都合上、質問と答弁を要約して掲載しています。
　詳細は後日、行政ホームページに会議録を掲載します。
　議場では臨場感のあるやり取りを傍聴することができます。ぜひ、議場へお越しください。

元井　晴奈 議員

佐藤　大輔 議員

中瀬　実 議員

髙松　克年 議員

荒生　博一 議員

中澤　良隆 議員

①　�コロナ禍での新病院建設に
向けた病院内での取り組み
について

②　�患者中心の施設整備の実現
に向けての取り組みについ
て

①　�持続可能（サスティナブ
ル）なまちづくりについて

①　�上富良野町の今後の農業施
策展開は

①　�十勝岳ジオパーク認定後の
計画は

②　�水田活用直接支払制度変更
による影響について

①　�高齢者の生きがいづくりに
ついて

②　ふるさと納税について

①　�将来を展望した移動手段の
確保について

①　�水田活用の直接支払い交付金につ
いて

②　�保育所等のコロナ感染支援につい
て

③　�コロナ禍における支援策について
④　�病院に小児科の設置について
⑤　学校給食の無償化について
⑥　�パートナーシップ制度について　米沢　義英 議員



  かみふらの議会だより第 114 号 

一般質問

⓯

元井　晴奈　議員

元
井
議
員　
町
立
病
院
職
員

は
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
発
熱
外

来
等
コ
ロ
ナ
関
連
業
務
が
増

え
て
い
る
が
、
病
院
建
設
に

向
け
た
協
議
は
で
き
た
の
か
。

斉
藤
町
長　
基
本
設
計
の
委

託
業
者
と
と
も
に
綿
密
な
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
主
任

者
会
議
や
院
内
説
明
会
等
も

開
催
し
現
場
職
員
と
コ
ン
セ

ン
サ
ス
は
十
分
と
れ
た
。

元
井
議
員　
町
（
発
注
者
）

の
意
向
が
反
映
さ
れ
た
基
本

設
計
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

斉
藤
町
長　
現
場
の
意
見
を

十
分
に
聞
い
て
そ
れ
を
反
映

さ
せ
た
計
画
で
、
自
信
を

持
っ
て
示
せ
る
基
本
設
計
と

な
っ
て
い
る
。

元
井
議
員　
病
院
運
営
審
議

会
で
の
病
院
建
設
の
協
議
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
書
面
で
の

開
催
で
、
質
疑
・
意
見
な
し

ク
等
の
資
料
に
目
を
通
し
、

町
広
報
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
結
果
、
多
く
の
意
見

が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
直

接
町
民
の
皆
様
か
ら
話
を
聞

い
た
り
、
審
議
会
の
声
を
十

分
参
酌
し
て
い
る
。

元
井
議
員　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
３
名
が
多
く
の
意
見

と
認
識
し
て
い
る
の
か
。

斉
藤
町
長　
人
数
は
３
名
だ

が
、
17
件
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
、
多
く
の

意
見
か
と
思
っ
て
い
る
。

元
井
議
員　
新
病
院
の
病
室

に
つ
い
て
、
一
般
病
棟
の
大

部
分
が
大
部
屋
で
令
和
の
時

代
に
大
部
屋
を
望
む
方
は
い

る
の
か
。
患
者
ニ
ー
ズ
を
考

慮
し
て
い
る
の
か
。

北
川
病
院
事
務
長　
１
人
部

屋
は
寂
し
い
と
大
部
屋
を
望

む
方
も
い
て
、
様
々
な
ニ
ー

ズ
が
あ
る
中
で
、
一
般
病
棟

の
個
室
８
部
屋
、
う
ち
２
部

屋
は
陰
圧
部
屋
で
残
り
６
部

屋
の
病
床
構
成
で
十
分
患
者

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

元
井
議
員　
町
民
か
ら
信
頼

さ
れ
る
病
院
づ
く
り
に
は
懇

談
会
、
説
明
会
の
場
が
必
要

で
あ
る
と
思
う
が
。

斉
藤
町
長　
こ
れ
ま
で
町
広

報
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
、
住
民
の
皆
様
か
ら
の
意

見
聴
取
・
周
知
等
に
つ
い
て

は
十
分
図
ら
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
お
り
、
改
め
て
住
民

の
皆
様
と
の
懇
談
の
場
の
設

定
は
想
定
し
て
い
な
い
が
、

双
方
向
の
説
明
や
情
報
発
信

の
場
は
つ
く
る
よ
う
に
努
め

て
い
き
た
い
。

新町立病院完成イメージ

と
な
っ
て
い
た
が
、
協
議
は

適
切
に
行
わ
れ
た
の
か
。

斉
藤
町
長　
病
院
運
営
審
議

会
は
令
和
３
年
度
に
２
回
開

催
し
、
１
回
目
は
書
面
会
議
、

２
回
目
は
基
本
設
計
に
つ
い

て
内
容
等
説
明
し
、
意
見
が

な
く
て
も
十
分
審
議
さ
れ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

元
井
議
員　
令
和
２
年
の
病

院
改
築
基
本
構
想
ま
ち
づ
く

り
ト
ー
ク
は
前
町
長
が
行
っ

た
も
の
で
、
斉
藤
町
長
は
新

町
立
病
院
に
対
す
る
町
民
の

意
見
・
要
望
は
ど
の
よ
う
に

聴
取
し
た
の
か
。

斉
藤
町
長　
前
町
長
の
時
に

行
わ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
ト
ー

町の一大事業であ
る新町立病院建設
については、町民
の関心が高く、建
設費用や診療科目
などききたいこと
がたくさんある・・・

病
院
運
営
審
議
会
と
は
…
町
立
病
院
の
運
営
に
関

し
て
町
長
の
諮
問
に
応
じ
、
必
要
な
事
項
を
審
議

し
た
り
意
見
を
聞
く
た
め
に
設
置
さ
れ
、
学
識
経

験
を
有
す
る
５
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

新町立病院の懇談会・説明会を
町長－懇談の場の設定は想定していない

病院
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一般
質問

⓰

佐藤　大輔　議員

佐
藤
議
員　
年
齢
を
重
ね
て

も
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
町
づ
く
り
に
は
、
住
ま
い

と
足
の
確
保
が
欠
か
せ
な
い
。

住
み
替
え
施
策
に
関
し
て
進

捗
状
況
を
伺
う
。

斉
藤
町
長　
住
民
か
ら
の
相

談
が
な
く
具
体
的
な
取
り
組

み
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
。

行
政
・
住
民
・
民
間
事
業
者

等
が
協
働
で
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
専
門
家
の
協
力

も
得
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

佐
藤
議
員　
美
瑛
町
で
は
空

き
家
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
。

斉
藤
町
長　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
は
重
要
と
捉
え
て
い
る
。

佐
藤
議
員　
移
住
定
住
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
最
大
限
活
用
で

き
る
よ
う
、
民
間
事
業
者
と

手
を
結
び
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
活
か
す
取
り
組
み
も
同
時

乗合タクシーの運行表を確認するオペレーター

に
進
め
る
べ
き
で
は
。

斉
藤
町
長　

特
に
重
要
な

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
得
る
宅

建
業
者
に
加
え
、
金
融
機
関

等
と
の
協
働
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
調
査
研
究
を
進
め
た

い
。

佐
藤
議
員　
現
状
、
空
き
家

に
つ
い
て
は
明
確
な
相
談
先

が
な
い
。
不
動
産
所
有
者
に

対
し
て
の
情
報
提
供
、
不
動

産
の
活
用
、
ま
た
は
適
切
に

処
分
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
助
言

な
ど
、
相
談
窓
口
設
置
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

斉
藤
町
長　
行
政
は
随
時
相

相続された空き家は
町にとっても大切な
資産。住まいのサイ
クルシステムの構築
が急がれる ･･･

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
は
…
情
報
を
１
つ
の
場
所
に
集

積
し
た
も
の
。
単
に
集
積
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

デ
ー
タ
を
抽
出
・
編
集
・
共
有
し
や
す
く
す
る
こ

と
こ
そ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
役
割
で
あ
る
。

住まいと足の確保が喫緊の課題では
町長－継続的な調査研究を進めていく

住まい
交通

談
を
受
け
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
、
家
主
や
地

主
に
対
し
て
の
意
向
調
査
は

必
要
だ
と
思
う
。

佐
藤
議
員　
理
想
的
な
空
き

家
を
見
つ
け
て
も
所
有
者
の

承
諾
が
得
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス

が
多
い
。
こ
の
悪
循
環
を
止

め
る
た
め
に
は
、
所
有
者
の

決
断
が
必
要
で
、
行
政
に
は

そ
の
決
断
を
後
押
し
す
る
責

任
が
生
ま
れ
始
め
て
い
る
。

今
、
本
気
の
空
き
家
対
策
に

取
り
組
む
考
え
は
あ
る
か
。

斉
藤
町
長　
登
記
情
報
と
現

住
所
が
一
致
し
な
い
な
ど
個

人
情
報
の
取
り
扱
い
が
難
し

い
が
、
移
住
定
住
に
も
関
わ

る
不
動
産
の
有
効
活
用
に
向

け
、
ま
ず
は
他
の
市
町
村
を

参
考
に
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
が
入
口
で
あ
る
。　

佐
藤
議
員　
足
の
確
保
策
に

つ
い
て
だ
が
、
予
約
型
乗
合

タ
ク
シ
ー
事
業
を
下
支
え
し

て
い
る
町
内
タ
ク
シ
ー
事
業

者
の
声
に
耳
を
傾
け
、
も
っ

と
寄
り
添
う
べ
き
で
は
。

斉
藤
町
長　
い
ず
れ
は
自
動

運
転
な
ど
技
術
が
発
達
す
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
今
は
２

つ
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
依

存
す
る
選
択
肢
し
か
な
い
。

関
係
を
密
に
し
情
報
交
換
に

努
め
た
い
。　

佐
藤
議
員　
今
後
、
よ
り
登

録
・
利
用
を
呼
び
か
け
る
の

で
あ
れ
ば
、
ド
ラ
イ
バ
ー
人

材
の
確
保
は
行
政
も
共
に
背

負
う
べ
き
課
題
だ
と
思
う
が
。

斉
藤
町
長　
こ
の
ま
ま
で
は

将
来
的
に
不
足
す
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。
免
許
取
得

費
用
の
補
助
な
ど
、
対
策
の

必
要
性
は
感
じ
て
い
る
の
で

調
査
研
究
を
進
め
る
。
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中瀬　実　議員

中
瀬
議
員　
重
点
施
策
、
主

要
事
業
の
中
で
令
和
５
年
を

待
た
ず
に
実
践
が
難
し
い
と

思
わ
れ
る
事
業
の
見
直
し
は

６
つ
の
振
興
計
画
、
６
つ
の

実
践
プ
ラ
ン
の
す
べ
て
を
見

直
し
す
る
考
え
な
の
か
。

斉
藤
町
長　
プ
ラ
ン
策
定
後
、

農
業
情
勢
は
変
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
中
間
年
で
あ
る

令
和
３
年
度
ま
で
の
検
証
を

行
い
、
令
和
４
年
度
、
令
和

５
年
度
の
計
画
に
つ
い
て
は

農
業
振
興
審
議
会
に
一
部
見

直
し
を
提
案
す
る
準
備
を
執

り
進
め
て
い
る
。

中
瀬
議
員　
例
え
ば
堆
肥
コ

ン
ト
ラ
ク
タ
ー
事
業
、
検

討
・
研
究
を
平
成
28
年
か
ら

始
め
、
令
和
５
年
に
実
施
の

計
画
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ

な
の
に
見
直
し
で
あ
る
。
研

究
・
検
討
し
た
過
程
の
中
で

土
づ
く
り
は
一
番
大
事
な
こ

と
だ
と
思
う
。
強
力
に
進
め

る
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
た
助

言
等
々
は
こ
れ
か
ら
も
し
て

い
く
つ
も
り
は
あ
る
か
。

斉
藤
町
長　
農
業
振
興
審
議

会
の
方
へ
答
申
を
求
め
て
い

る
。
そ
の
中
で
堆
肥
コ
ン
ト

ラ
ク
タ
ー
事
業
が
ど
う
な
の

か
異
論
は
あ
る
か
と
思
う
が
、

併
せ
て
審
議
会
へ
諮
問
を
お

願
い
し
て
い
る
。

中
瀬
議
員　
地
力
造
成
の
た

め
、
堆
肥
の
購
入
代
、
緑
肥

の
種
子
購
入
代
の
助
成
は
で

き
な
い
か
。

斉
藤
町
長　
堆
肥
、
緑
肥
の

種
子
に
つ
い
て
の
助
成
は
今

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

中
瀬
議
員　
農
地
の
流
動
化
、

農
地
取
得
に
対
し
て
、
助
成

策
は
今
後
、
郡
部
の
農
地
の

中
に
は
条
件
不
利
地
、
い
わ

ゆ
る
中
山
間
直
接
支
払
制
度

で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
農

地
が
結
構
あ
る
。
優
良
農
地
、

条
件
の
良
い
土
地
は
売
買
が

成
立
す
る
が
、
条
件
の
悪
い

と
こ
ろ
は
買
っ
て
く
れ
な
い
、

売
れ
な
い
、
そ
れ
が
今
後
耕

作
放
棄
地
に
な
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。
そ
の
様
な
農
地

を
頑
張
っ
て
買
っ
て
く
れ
る
、

そ
の
こ
と
に
よ
り
集
積
が
計

ら
れ
る
場
合
、
助
成
策
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

斉
藤
町
長　
将
来
、
状
況
が

変
わ
り
耕
作
放
棄
地
が
出
て

く
る
よ
う
な
場
合
、
農
地
の

賃
貸
に
助
成
を
出
し
て
い
る

町
村
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し

て
お
り
、
そ
の
時
は
何
ら
か

の
方
策
は
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

春一番作業、豊作期待こめて

堆
肥
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
事
業

は
、
実
現
可
能
な
状
態
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

大
谷
農
業
振
興
課
長　
こ
の

堆
肥
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
事
業

は
、
防
衛
省
補
助
事
業
に
よ

る
計
画
で
検
討
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
地
域
酪
農

家
皆
さ
ん
の
意
見
、
Ｊ
Ａ

等
の
意
見
も
聞
い
た
と
こ

ろ
、
堆
肥
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー

及
び
Ｔ
Ｍ
Ｒ
事
業
に
つ
い
て

は
、
そ
の
必
要
性
を
感
じ
る

方
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
は
実
施
に
は

い
け
な
い
段
階
で
あ
る
。

中
瀬
議
員　
町
の
将
来
、
町

の
基
幹
産
業
を
守
る
た
め
に

日本は先進国の中
で最低の食糧自給
率。自国で補う努
力と政策が必要。
食糧危機になった
ら、日本に食糧は
売ってくれません。

農
業
振
興
計
画
と
は
…
本
町
の
風
土
や
地
域
特

性
を
十
分
に
生
か
し
力
強
く
持
続
性
の
高
い
農

業
の
確
立
を
目
指
し
、
現
在
、
上
富
良
野
町
は

第
８
次
農
業
振
興
計
画
が
、
令
和
５
年
ま
で
進

行
中
で
あ
る
。

今後の農業施策展開は
町長－第８次振興計画を見直す予定

農業
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髙松　克年　議員

髙
松
議
員　
50
年
間
転
作
を

確
実
に
進
め
、
住
み
分
け
に

多
品
目
作
付
の
実
績
を
基
に

栽
培
技
術
の
集
積
を
し
て
き

た
。
変
更
に
関
わ
る
戸
数
は
。

斉
藤
町
長　
令
和
３
年
度
産

の
交
付
対
象
は
189
経
営
体
の

予
定
。
変
更
に
な
る
対
象
地

か
ど
う
か
は
今
後
農
業
者
と

町
再
生
協
議
会
を
中
心
に
検

討
し
て
い
く
。

髙
松
議
員　

Ｈ
27
統
計
で

は
水
稲
作
付
720�

ha
、
転

作
１
千
121�

ha
と
な
り
転

作
率
は
60
％
、
奨
励
金
は

３
億
８
千
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
地
域
の
飼
料
米
は

ホ
ク
レ
ン
セ
ン
タ
ー
に
委
託

さ
れ
、
60
㎏
１
千
200
円
位
で

昨
年
度
出
荷
契
約
に
は
今
年

も
６
千
円
流
通
経
費
が
置
か

れ
て
い
る
。
国
も
新
対
応
策

と
し
て
高
収
益
化
転
換
に

髙
松
議
員　
認
定
後
の
具
体

的
な
取
り
組
み
は
。

斉
藤
町
長　
各
事
業
に
お
い

て
、
ジ
オ
専
門
員
を
は
じ
め
、

ガ
イ
ド
、
サ
ポ
ー
タ
ー
等
と

地
域
の
住
民
自
ら
参
加
、
活

動
が
重
要
と
考
え
る
。

髙
松
議
員　
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会
の
活
動
に
変
化
は
。

斉
藤
町
長　
特
別
変
化
は
な

い
。
教
育
事
業
、
ジ
オ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
、
拠
点
施
設

の
整
備
、
全
国
の
ジ
オ
と
の

連
携
を
進
め
る
。

髙
松
議
員　
ジ
オ
パ
ー
ク
の

一
層
の
周
知
の
た
め
に
記
念

看
板
等
も
必
要
と
感
じ
る
が
、

町
長
の
考
え
は
。

斉
藤
町
長　

新
し
い
ジ
オ

グ
ッ
ズ
の
販
売
や
ポ
ス

タ
ー
・
懸
垂
幕
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
、
美
瑛
町
と
上
富
良
野

の
入
口
に
ジ
オ
パ
ー
ク
の
看

板
設
置
を
協
議
し
て
い
る
。

髙
松
議
員　
認
定
時
に
達
成

で
き
て
い
な
い
事
項
は
。

斉
藤
町
長　
拠
点
施
設
の
充

実
、
ジ
オ
可
視
化
の
強
化
、

女
性
の
事
務
局
参
画
が
必
要
。

再
認
定
へ
向
け
取
り
組
む
。

髙
松
議
員　
教
育
的
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
児
童
か
ら
年
代
に

応
じ
進
め
ら
れ
て
い
る
か
。

斉
藤
町
長　
小
学
生
や
高
校

生
、
地
球
科
学
専
攻
の
大
学

生
に
出
前
講
座
等
を
実
施
。

小
学
生
の
郷
土
学
習
で
地
域

の
成
り
立
ち
、
開
拓
と
泥
流

災
害
、
復
興
の
学
び
は
大
き

な
評
価
を
受
け
た
。
高
校
生

の
地
域
探
求
活
動
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
確
立
さ
れ
て
い
る
。
令

和
４
年
度
は
中
学
生
の
理
科

授
業
で
連
携
を
進
め
る
予
定
。

認定前の垂幕（左）と認定後の垂幕（右）

248
億
円
、
水
田
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
452
億
円
を
予
算
化
し

て
い
る
。
人
は
漠
然
と
し
た

不
安
な
状
況
よ
り
、
確
実
に

ぶ
つ
か
り
解
決
で
き
る
。
そ

の
力
を
持
ち
得
た
方
が
安
心

で
き
る
。
少
し
で
も
早
く
各

経
営
者
に
現
状
を
小
さ
な
こ

と
で
も
知
ら
せ
る
必
要
が
あ

る
。
町
長
に
は
こ
の
町
で
や

れ
る
こ
と
は
全
部
や
る
と
い

う
気
概
で
取
り
組
む
べ
き
と

考
え
る
が
。

斉
藤
町
長　
直
接
支
払
い
の

影
響
額
は
４
億
円
で
生
産
額

で
は
10
億
円
と
な
る
。
町
単

独
だ
け
で
な
く
、
農
業
関
連

団
体
や
農
家
の
方
、
国
や
道

と
と
も
に
総
力
で
当
た
っ
て

い
く
。

十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
の

　
　
　
　
　
　
認
定
後
は

いまやお米は物価の
優等生、昨年より
４％下がっています。
しかし需要は年間
１０万ｔ下がってい
ます。もっとお米を
食べて。

水
田
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は･･･

産
地
と
実
需

者
の
連
携
の
下
、
新
市
場
開
拓
米
等
の
低
コ
ス

ト
生
産
の
農
業
者
支
援
。

水田活用直接支払制度変更の影響は
町長－町再生協議会を中心に検討する

農業
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荒生　博一　議員

荒
生
議
員　
高
齢
者
の
生
き

が
い
対
策
事
業
の
必
要
性
に

つ
い
て
の
認
識
は
。

斉
藤
町
長　
第
８
期
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
の
基
本
目
標
に
、

「
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る

暮
ら
し
の
推
進
」
に
お
い
て
、

高
齢
者
に
な
っ
て
も
い
つ
ま

で
も
健
や
か
な
生
活
を
過
ご

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
生

き
が
い
を
も
っ
て
地
域
活
動

や
就
労
的
活
動
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
介
護
予

防
に
よ
る
健
康
寿
命
を
延
伸

し
て
い
く
こ
と
を
定
め
て
お

り
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
と

健
康
づ
く
り
を
総
合
的
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
生
き
が

い
づ
く
り
と
社
会
参
加
の
充

実
は
、
大
変
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

荒
生
議
員　
老
人
ク
ラ
ブ
と

荒
生
議
員　
近
年
ユ
ニ
ー
ク

な
返
礼
品
と
し
て
、
墓
地
清

掃
サ
ー
ビ
ス
や
故
郷
の
ご
両

親
へ
の
家
事
代
行
サ
ー
ビ
ス

な
ど
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
。

当
町
に
お
い
て
は
、
ご
両
親

宅
へ
の
冬
の
除
雪
サ
ー
ビ
ス

な
ど
一
定
程
度
ニ
ー
ズ
が
あ

る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

斉
藤
町
長　
町
内
の
事
業
所

に
お
伺
い
を
立
て
た
経
緯
が

あ
り
、
若
干
の
商
品
は
あ
る

が
、
申
し
込
み
が
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。
特
産
品
以
外

に
も
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
は
大
変
有
効
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
引
き
続
き

機
会
を
見
な
が
ら
、
担
当
者

や
運
営
を
委
託
し
て
い
る
会

社
な
ど
か
ら
町
内
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
可
能
な
事
業
者
に

サ
ー
ビ
ス
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開

発
を
働
き
か
け
た
い
。

荒
生
議
員　
今
般
、
新
聞
記

事
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
、

十
勝
岳
地
区
凌
雲
閣
周
辺
で

行
っ
た
「
南
極
体
験
」
な
ど

の
体
験
型
サ
ー
ビ
ス
も
魅
力

あ
る
サ
ー
ビ
ス
と
考
え
る
が
、

協
力
事
業
者
の
皆
様
へ
体
験

型
の
返
礼
品
の
商
品
開
発
に

積
極
的
に
取
組
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
提
案
す
る
考
え
は
。

斉
藤
町
長　
サ
ー
ビ
ス
コ
ン

テ
ン
ツ
の
１
つ
と
し
て
、
現

在
、
地
域
活
性
化
起
業
人
や

ジ
オ
ガ
イ
ド
な
ど
が
そ
れ
ら

の
ツ
ア
ー
を
開
発
中
で
あ
り
、

火
口
ヨ
ガ
や
滝
ツ
ア
ー
な
ど

一
部
は
商
品
化
さ
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
も
商
品
と
し
て
提

供
い
た
だ
け
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
た
い
。

今年１月に行われた南極体験モニタリング

高
齢
者
事
業
団
の
現
状
と
今

後
の
課
題
は
。
ま
た
、
会
員

等
の
現
状
は
。

斉
藤
町
長　
老
人
ク
ラ
ブ
の

会
員
数
は
、
令
和
３
年
５
月

現
在
で
19
団
体
１
千
88
名
、

高
齢
者
事
業
団
の
会
員
数
は

令
和
３
年
12
月
現
在
で
38
名

で
あ
る
。
２
団
体
に
お
け
る

活
動
状
況
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
事

業
の
中
止
や
一
部
自
粛
な
ど

慎
重
に
活
動
し
て
い
る
と

伺
っ
て
い
る
。
以
前
の
よ
う

な
活
発
な
活
動
に
戻
る
た
め

に
は
先
ず
は
感
染
症
の
予
防

と
治
療
方
法
の
確
立
が
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

体
験
型
返
礼
品
の
商
品
開

発
へ
の
取
り
組
み
は

上富良野町の65歳以
上の高齢化率は、本年
１月現在で 33％を占
めており、2045 年
には 48．8％となる
ことが予測されている。

上
富
良
野
町
の
令
和
３
年
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
付
額
は
、
多
く
の
寄
付
者
の
皆
様
の
お
か
げ

で
３
億
４
千
809
万
円
と
な
り
、
富
良
野
沿
線
自

治
体
の
中
で
は
３
年
連
続
首
位
の
座
を
キ
ー
プ

し
て
い
る
。

生きがい対策事業の必要性は
町長－大変重要であると認識している

生きがい
対策



一般
質問

                                                                                                                                          かみふらの議会だより第 114 号 ⓴

中澤　良隆　議員

中
澤
議
員　
超
高
齢
社
会
を

見
据
え
る
と
き
、
交
通
弱
者

の
た
め
持
続
可
能
な
移
動
手

段
が
必
要
と
考
え
る
が
。

斉
藤
町
長　
町
内
で
完
結
す

る
交
通
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し

は
、
作
成
予
定
の
地
域
公
共

交
通
計
画
と
連
携
を
図
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

���

ま
た
、
２
０
２
５
年
問
題

に
よ
り
、
さ
ら
に
高
齢
化
率

が
上
が
る
と
、
対
応
す
る
輸

送
資
源
を
町
単
独
で
確
保
し

続
け
る
こ
と
は
、
昨
今
の
鉄

道
、
バ
ス
路
線
な
ど
の
見
直

し
を
見
て
い
る
と
、
か
な
り

厳
し
い
と
感
じ
て
い
る
。

中
澤
議
員　
急
激
に
進
む
人

口
減
少
と
高
齢
化
は
、
自
治

体
が
主
体
と
な
り
地
域
の
移

動
手
段
を
確
保
す
る
必
要
性

が
増
し
て
く
る
と
考
え
る
が
。

斉
藤
町
長　
公
共
交
通
が
担

利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

あ
り
、
逆
に
利
用
し
て
い
な

い
人
に
、
利
用
し
て
い
な
い

理
由
な
ど
を
聞
く
の
が
本
来

だ
と
思
う
が
。

斉
藤
町
長　
貴
重
な
意
見
と　
　

し
て
調
査
・
研
究
は
必
要
か

と
考
え
る
。

中
澤
議
員　
現
在
、
利
用
料

金
は
同
一
区
域
内
200
円
、
区

域
外
は
400
円
で
あ
る
が
一
律

に
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
65
歳
以
上
の
高
齢　
　
　

者
と
障
害
者
手
帳
所
有
者
が　
　
　
　

利
用
対
象
者
と
な
っ
て
い
る

が
、
妊
婦
の
方
と
か
乳
幼
児

を
持
つ
方
な
ど
も
対
象
者
に

加
え
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

斉
藤
町
長　
対
象
者
に
つ
い

て
は
民
間
の
タ
ク
シ
ー
会
社

に
委
託
し
て
い
る
。
こ
の
事

業
で
本
業
を
侵
す
こ
と
が
な

い
よ
う
な
制
度
で
あ
る
。

中
澤
議
員　
本
町
で
は
利
用

申
し
込
み
は
１
週
間
前
か
ら

１
時
間
前
と
な
っ
て
い
る

が
、��

中
富
良
野
町
で
は
Ａ

Ｉ
を
活
用
し
即
時
に
配
車
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｉ

を
活
用
す
る
よ
う
な
考
え
は

な
い
か
。

斉
藤
町
長　
業
者
と
の
関
係

が
あ
る
の
で
、
今
後
と
も
引

き
続
き
調
査
・
研
究
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

中
澤
議
員　
予
約
型
乗
合
タ��

ク
シ
ー
事
業
は
、
交
通
弱
者

に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な

い
事
業
と
考
え
て
い
る
。
運　

�

行
の
見
直
し
を
進
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
。

斉
藤
町
長　
今
後
も
利
用
者

の
意
向
把
握
を
行
う
と
共
に
、

利
用
し
て
い
な
い
人
た
ち
の

意
見
も
聞
き
持
続
可
能
な
も

の
と
な
る
よ
う
努
力
す
る
。

予約型乗合タクシーを利用する皆さん

う
役
割
は
、
高
齢
者
の
方
、

免
許
返
納
に
よ
り
足
が
な
い　
　

場
合
、
買
い
物
な
ど
の
日
常��

生
活
、
通
院
の
た
め
に
も
足���

を
確
保
す
る
こ
と
は
重
要
と

考
え
て
い
る
。

中
澤
議
員　
予
約
型
乗
合
タ

ク
シ
ー
の
運
行
開
始
か
ら
10

年
を
経
過
し
た
が
、
見
直
し

や
改
善
を
行
う
考
え
は
。

斉
藤
町
長　
利
用
者
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
料
金
体

系
等
を
含
め
満
足
し
て
い
た　

だ
い
て
お
り
、
大
き
く
今
の

制
度
を
変
え
る
考
え
は
な
い
。

中
澤
議
員　
ア
ン
ケ
ー
ト
は

誰もが車を運転で
きなくなる時が必
ずやってくる。
自由に買い物や、
病院に行く “ 足 ”
があったらいいな。

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
と
は
…
利
用
登
録
し

た
高
齢
者
と
障
害
者
を
対
象
に
、
安
価
な
料
金

(

200
円
ま
た
は
400
円)

で
目
的
地
へ
送
迎
す
る
事

業
。
利
用
す
る
と
き
は
予
約
が
必
要
。

予約型乗合タクシーの運行見直しを
町長－持続可能になるよう努力する

乗合
タクシー
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米沢　義英　議員

米
沢
議
員　
米
の
過
剰
に
対

応
す
る
た
め
に
、
米
か
ら
飼

料
米
・
麦
・
大
豆
な
ど
の
作

付
け
転
換
に
対
し
て
、
面
積

に
応
じ
て
補
助
金
が
交
付
さ

れ
、
農
業
経
営
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
必
要
な
収
入
と

な
っ
て
い
る
。

　
水
田
交
付
金
の
交
付
実
績

と
町
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
大

規
模
農
家
ほ
ど
影
響
が
出
る

と
考
え
る
が
、
基
幹
産
業
の

農
業
を
守
る
た
め
に
も
、
制

度
見
直
し
の
撤
回
を
国
に
求

め
る
べ
き
で
は
。

斉
藤
町
長　
水
田
活
用
直
接

支
払
交
付
金
の
実
績
と
変
更

に
伴
う
影
響
に
つ
い
て
、
上

富
良
野
町
の
過
去
５
年
間
の

水
田
転
作
率
は
、
約
60
％
で
、

年
間
約
４
億
円
前
後
の
交
付

金
が
各
農
業
者
に
支
払
わ
れ
、

米
沢
議
員　
子
ど
も
が
体
調

を
崩
し
た
と
き
に
、
身
近
な

と
こ
ろ
で
診
て
も
ら
い
た
い

と
思
う
の
は
普
通
の
こ
と
。

町
内
に
は
小
児
科
が
な
い
た

め
に
、
富
良
野
市
な
ど
に
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最

近
ま
で
、
民
間
の
小
児
科
医

が
あ
っ
た
が
、
諸
事
情
で
閉

院
に
な
り
、
小
児
科
が
あ
る

の
は
富
良
野
協
会
病
院
だ
け

に
な
っ
た
。

　
子
ど
も
が
急
に
熱
を
出
し

た
時
な
ど
、
通
院
時
間
や
待

ち
時
間
を
考
え
れ
ば
、
身
近

な
町
立
病
院
に
小
児
科
の
診

療
科
目
設
置
を
望
む
声
が
あ

る
が
、
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

斉
藤
町
長　
小
児
科
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
小
さ
な
お
子

さ
ん
を
抱
え
て
い
る
家
族
や

家
庭
に
と
っ
て
切
実
な
願
い

だ
と
認
識
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
小
児
科
医
師
は
、

労
働
過
重
な
ど
か
ら
敬
遠
さ

れ
、
な
り
手
が
少
な
く
、
全

国
的
に
医
師
不
足
が
深
刻
化

し
て
い
る
状
況
は
変
わ
っ
て

い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況

に
お
い
て
、
医
師
の
確
保
は

極
め
て
困
難
で
あ
り
、
常
勤

医
あ
る
い
は
非
常
勤
医
も
含

め
て
、
小
児
科
を
開
設
す
る

こ
と
は
難
し
い
も
の
と
考
え

て
お
り
、
現
段
階
で
は
小
児

科
設
置
の
考
え
は
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
い
。

春の農作業に向け準備を始めている農家

農
業
者
は
広
大
な
面
積
を
作

付
け
し
て
い
る
た
め
、
収
入

の
減
額
は
当
然
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
伴
う
輪
作
体
系
の
変

更
に
よ
る
労
働
力
不
足
、
生

産
性
の
低
い
農
地
が
耕
作
放

棄
地
に
な
る
可
能
性
も
懸
念

さ
れ
る
。

　
交
付
金
の
見
直
し
に
よ
る

影
響
に
つ
い
て
は
、
現
段
階

で
ど
の
程
度
と
な
る
か
分
か

ら
な
い
が
、
関
係
機
関
に
お

け
る
協
議
を
踏
ま
え
、
町
の

再
生
協
議
会
の
取
組
を
組
織

が
一
体
と
な
り
支
援
を
行
い
、

国
に
も
対
策
を
求
め
た
い
。

町
立
病
院
に

　
　
　
小
児
科
の
設
置
を

子ども達の命と健
康を守るために、
町立病院に小児科
の設置は切実な願
いです。

水
田
活
用
交
付
金
と
は
…
水
田
に
米
以
外
の
作

物
を
作
付
け
（
転
作
）
し
た
場
合
、
10
ア
ー
ル

当
り
、
麦
・
大
豆
・
飼
料
作
物
・
ソ
バ
な
ど
、

作
物
や
面
積
に
応
じ
て
農
家
に
支
払
わ
れ
る
助

成
金
。

水田活用交付金見直しの影響は
町長－輪作体系や耕作放棄地に懸念

農業

小児科の診療科目設置が望まれる町立病院
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発
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／
上
富
良
野
町
議
会

編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

  

議 

会 

だ 

よ 

り

編
　
集

　
後

　
記

議会広報特別委員会

委
員
長　
　
小　
林　
啓　
太

副
委
員
長　

���

元　
井　
晴　
奈

委

員　
　
髙　
松　
克　
年

　
　
　
　
　
　
中　
瀬　
　
　
実

　
　
　
　
　
　
佐　
藤　
大　
輔

　
　
　
　
　
　
小
田
島　
久　
尚

■
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
同
時
に
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

の
派
生
型
B
A
2
へ
の
こ
れ
ま
で
以
上
の
速
さ
で
置
き

換
え
が
進
み
、
感
染
の
第
７
波
が
来
る
の
で
は
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
日
々
の
感
染
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
２
月
24
日
、ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
、連
日
、

悲
惨
な
状
況
が
報
道
さ
れ
て
２
カ
月
に
な
ら
ん
と
し
被

害
は
拡
大
し
て
い
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
世
界
的
な
穀

倉
地
帯
、
今
年
の
収
穫
は
世
界
の
食
糧
供
給
に
大
き
な

影
響
が
あ
り
、
穀
物
相
場
は
急
騰
し
て
い
る
。
１
日
も

早
く
停
戦
合
意
さ
れ
、
こ
の
広
報
誌
が
皆
さ
ん
の
と
こ

ろ
に
届
く
ま
で
に
は
停
戦
が
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

祈
る
ば
か
り
で
す
。

■
息
苦
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
く
現
実
の
世
の
中
で
す
が
、

私
た
ち
に
は
過
去
か
ら
学
ぶ
知
恵
が
あ
り
ま
す
。

■
暖
か
な
春
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
髙
松　
記
）

　
　 ２

月
14
日　

�

全
員
協
議
会
、
第
２
回
臨
時
会
、
総
務
産
建
常
任

委
員
会

　
　
16
日　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
21
日　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
22
日　
総
務
産
建
常
任
委
員
会

　
　
24
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
25
日　

�

全
員
協
議
会
、
議
員
定
数
・
議
員
報
酬
調
査
特
別

委
員
会
、
議
会
広
報
特
別
委
員
会

３
月
２
日　

�

第
１
回
定
例
会
（
１
日
目
）、
厚
生
文
教
常
任
委

員
会

　
　
３
日　

�

第
１
回
定
例
会
（
２
日
目
）、
議
会
運
営
委
員
会
、

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
８
日　
第
１
回
定
例
会
（
３
日
目
）、
議
会
運
営
委
員
会

　
　
９
日　

�

第
１
回
定
例
会
（
４
日
目
）、
厚
生
文
教
常
任
委

員
会

　
　
10
日　
予
算
特
別
委
員
会(

１
日
目)

　
　
11
日　

�

予
算
特
別
委
員
会(

２
日
目)　

　
　
14
日　
予
算
特
別
委
員
会(

３
日
目)

、
全
員
協
議
会

　
　
15
日　

�

予
算
特
別
委
員
会(

４
日
目)

、
全
員
協
議
会
、

議
会
運
営
委
員
会

　
　
16
日　

�

第
１
回
定
例
会
（
５
日
目
）、
全
員
協
議
会
、
議

会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
22
日　

�

全
員
協
議
会
、
議
員
定
数
・
議
員
報
酬
調
査
特
別

委
員
会
、
総
務
産
建
常
任
委
員
会

　
　
24
日　
議
会
運
営
委
員
会

４
月
５
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
８
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
12
日　

�

議
員
定
数
・
議
員
報
酬
調
査
特
別
委
員
会
、
厚
生

文
教
常
任
委
員
会

　
　
15
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会
、
総
務
産
建
常
任
委
員
会

　
　
22
日　
議
会
運
営
委
員
会

議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？
次の定例会の開会予定は…

６月22日（水）６月22日（水）
　　�23日（木）です　　�23日（木）です

※この日程は変更になる場合があ
りますので、ご確認のうえ、役場
３階の議場までお越しください。

傍聴にあたっては、新型コロナウイ
ルス感染症の予防にご配慮願いま
す。

議
会
の
窓

◆
全
国
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
表
彰
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
金
子
益
三
議
員
が
町
議
会
議
員
と
し
て
15
年
以
上
、

地
方
自
治
の
振
興
・
発
展
に
功
労
さ
れ
、
全
国
町
村
議

会
議
長
会
会
長
よ
り
２
月
８
日
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

No.
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